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沖縄口
うちなーぐち

コンプレックス 前原弘道（武蔵村山市） 

 「おこいきみき？」、戦
いくさ

終
う

わ、やが台湾
たいわん

から引


ち揚
あ

ぎっ来
ち

、首里
す い

ぬ城
じょー

西
せー

小
しょー

学校
がっこー

んかい移
うち

やびた

ん。 

我
わ

んねー、直
し

ぐ五
ぐ

、六
るく

人
にん

ぬ同
どー

級
きゅー

生
しー

んかい囲
かく

まーさっ

言


ったる言
く

葉
ば

ー、「おこいきみき」やいびーたる。 

何
ぬー

んが言


っとーら、一
いっ

時
ちぇ

ー、じゃまいがちーん、

此
く

れー、間
ま

違
ちげ

ーや無
ね

ーらん、おーえー仕
し

掛
か

きらっとー

さやーん思
うむ

やびたん。 

我
わ

んねー、「ううーん」、首
くべ

ー横
ゆく

んかい振
ふ

やびたん。 

あんさく、うぬ五
ぐ

、六
るく

人
にん

ぬやな童
わらび

ん達
ちゃー

や、「よし」

ん言
い

ち、合
がっ

点
ん

っし、我
わ

ん囲
かく

むし止
や

みやびたん。 

「うちなーぐちフィーリング」ん言


る書
す

物
むち

書
か

ちみ

そーちゃる、儀
ぎ

間
ま

進
すすむ

さぬんかいゆいねー、うぬ頃
くる

、首
す

里
い

てー、「はさみ言
く

葉
ば

」ん言


る言
く

葉
ば

ぬーとーた

る風
ふー

儀
じ

やいびーん。 

うれー、言
く

葉
ば

ぬえーざなかい五
ご

十
じゅー

音
おん

ぬ「か行
ぎょー

」

か「ば行
ぎょー

」ぬ音
う

入
い

っ、ゆんたくそーたんぬ事
く

や

いびーん。 

言
い

ー直
のー

さびーねー、「おこ
＊

いき
＊

みき
＊

」ん言


しぇー、

「おーいみ。」ん言


る事
く

やいびーん。 

直
し

ぐ「ううーん」首
くべ

ー、横
ゆく

んかい振
ふ

たる我
わ

んねー、

助
たし

かとーいびーたしが、うかっ「うん」ち、首
くび

縦
た

んかい振
ふ

たる台湾
たいわん

から帰
けー

来
ち

ゃる我
わ

ん同


士
しぇ

ー、学
がっ

校
こー

ぬ側
すば

なかいある艦砲
かんぽー

穴
あな

んかいそー行
い

かっ、皆
んな

さ

ーに散々
さんざん

、たたっ懲
く

るさったる風
ふー

儀
じ

やいびーん。 

 うんにーねー、首
す

里
い

ぬ小
しょー

学校
がっこー

てー、生
しー

徒


同
ー

志
さ

ー

ぬ 話
はなしぇ

ー、諸
むる

、沖縄
うちなー

口
ぐち

使
ちか

とーいびーたる。 

台湾
たいわん

から引


ち揚
あ

ぎ来
ち

ゃる我
わっ

達
たー

んかえー、諸
むる

、解
わか

ら

んちんぷんかんぷんやいび、全
まった

ち余
ゆ

所
す

国
ぐに

ぬ言
く

葉
ば

やいびーる。 

 別
びち

ぬ事
く

やいびーしが、我
わ

ん二人
た い

ぬ親
うや

ー、沖
うち

縄
なー

生


まりとーいびーく、沖縄
うちなー

口
ぐち

っし 話
はなしぇ

ー成
な

たる筈
はじ

や

いびーしが、台湾
たいわん

ん沖縄
うちなー

んかい引


ち揚
あ

ぎっ来
ち

からん、家
やー

んじぇー、むっ沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ーさびらんたん。

あんすく、我
わ

んにんでーや、沖縄
うちなー

んかえー、沖
うち

縄
なー

び

けーんじ使
ちか

いる言
く

葉
ば

ぬあんる事
くと

ー、むっ解
わか

らん

如
ぐ

っし育
すだ

ちょーいびーん。 

 さ、「おこいきみき」にちーてー、やっかっ難
なの

ーぬがーやびたしが、うりから日
ー

ん経
た

っち後
あ

、又
また

ん

うぬ五
ぐ

、六人
るくにん

ぬやな童
わらび

ん達
ちゃー

が揃
すり

っ来
ち

、囲
かく

まーさ

っ無
ね

ーやびらん。 

「ー」ん、言
い

ち見
んー

言


びーんでー。 

「何
ぬー

、うれー、ー易
やし

物
むん

やる。」ん思
うむ

、我
わ

んね

ー、「うわー」やえーさにん言


びたしが、うっ達
たー

や

大
うふ

笑
われ

ーさびたん。 

「うわー」やあらん、「ー」やるん言


びーん

でー。 

あんすく、「うわー」やえーさにん言


びたしが、

又
また

ん、うっ達
たー

や腸
わた

ぬくるか笑
わら

いさびーんでー。 



 2

後
あ

ぬうずめー、うっ達
たー

が我
わ

んにんかい言


しみー欲
ぶ

さ

る「ー」んる発音
はつおの

ー、ちゃーしん言
い

ーゆーさん

る事
く

、我
わ

んねー、悟
さ

らさっ無
ね

ーやびらん。 

うっ達
たー

や台湾
たいわん

から引


ち揚
あ

ぎ来
ち

ゃる我
わ

んが、「ー」

ん言


る言
く

葉
ば

ぬ発音
はつおの

ー、成
な

らんし確
たし

かみーねー、「し

たい」んち、丁
ちょー

度


鬼
うに

ぬ首
くび

んでー取


たんねーっし、

奢
うぐ

、まから引


ち揚
あ

ぎ帰
けー

無
ね

ーやびらん。 

我
わ

んねー、うぬ後
あ

から一杯
いっぺー

「沖縄口
うちなーぐち

コンプレック

ス」成
な

無
ね

ーやびらん。 

沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー、聞
ち

ちゅしぇー、ーくる成
な

いびーしが、

ゆんたくすんしーねー、ちゃーしんブレーキぬかか

やびーん。うれー、間
ま

違
ちげ

ーや無
ね

ーらん首里
す い

ぬ城
じょー

西
せー

小
しょー

学
がっ

校
こー

んかい居


る時
じ

分
ぶん

に、「ー」ショックぬあから

ぬ事
く

ぬ続
ちぢ

ちょーる故
ゆい

やん思
うむ

とーいびーん。 

 我
わ

んが「沖
おき

縄
なわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」んかい入
い

っち、勉
びん

強
ちょー

そ

ーしぇー、っちーん早
ー

く此
く

ぬ「沖縄
うちなー

口
ぐち

コンプレッ

クス」からぬがーらさっ、うみなーく成
な

い欲
ぶ

さる為
たみ

やいびーん。 
 
 
 

 

紙
かみ

芝
しば

居
え

ー此
く

りからん続
ちぢ

きー欲
ぶ

さん  

仲門勇市（那覇市） 

 今
なま

ー、毎
まい

週
しゅー

土
ど

曜
よー

日
び

ねー、図
と

書
しょ

館
かん

、公
こー

民
みん

館
かん

、うり

から、幼
よー

稚
ち

園
えん

童
わらび

ん達
ちゃー

んかい紙
かみ

芝
しば

居
い

見
み

しとーい

びーん。また、うぬ童
わらび

ん達
ちゃー

からー、ぬちーと

ーいびーん。 

此
く

ぬ紙
かみ

芝
しば

居
い

見
み

しやがちー、童
わらび

ん達
ちゃー

話
ばなし

ー小
ー

しぇー

さいっし、らゆん言


しぇー、「ボランティア」ぬ

本当
ふんとー

ぬ事
く

やん思
うむ

とーいびーん。うれー、人
ちゅ

ぬ行
うくな

い

びちー道
みち

ぬ肝要
かんぬー

な事
く

やいびーん。又
また

、楽
たぬ

しむる為
たみ

ぬ

奥
うく

手


んやん思
うむ

とーいびーん。 

「ボランティア」ん言


しぇー、人
ちゅ

ぬ為
たみ

びけーのー

あいびらん。実
じちぇ

ー、胴
ー

ぬ為
たみ

にん成
な

ゆんぬ考
かんげ

ーっ

し、うみはまとーいびーん。 

うぬ童
わらび

ん達
ちゃー

が誠
まく

な目
みー

口
くち

っし紙
かみ

芝
しば

居
い

見
んー

じゅる目
みー

、

うりから紙
かみ

芝
しば

居
い

ぬ世
し

界
けー

んかい入
い

っち行
い

ちゅるうぬ目
みー

、

童
わらび

ん達
ちゃー

同
ー

志
さ

ー互
たげ

ーに見
んー

じゅる目
みー

、うぬ目
みー

見
んー

じーね

ー、幾
いく

回
けーぬ

ん肝
ちむ

動
じゅ

かさっとーいびーん。 

 又
また

、まるけーてー、童
わらび

ん達
ちゃー

紙
かみ

芝
しば

居
い

ぬ関
かか

わえ

ー何
ぬー

やがやー、うぬ関
かか

わいにちー一杯
いっぺー

考
かんげ

ーらさり

ーる事
く

んあいびーん。童
わらび

ん達
ちゃー

が見
んー

じゅる紙
かみ

芝
しば

居
い

ぬ

世
し

界
けー

ん言


しぇー、何
ぬー

やがやー。うりから、紙
かみ

芝
しば

居
い

ぬ

世
し

界
けー

や何
ぬー

んち、人
ちゅ

ぬ肝
ちむ

動
じゅ

かする力
ちから

持
む

っちょーがや

ーんる事
く

にちー、考
かんげ

ーいる場
ばー

に、改
あらた

み、う

ぬ紙
かみ

芝
しば

居
い

幾
いく

回
けーぬ

ん読
ゆ

み返
けー

さーっし、うぬ文
ぶん

化


取


い入
い

っ

とーる様
よー

子
し

、うりから、うぬ紙
かみ

芝
しば

居
い

んかい出


じ来
ち

ゅ

ーる人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

ぬ、ちゃぬよーな生
い

ち方
かた

さがやー。うん

な事
く

考
かんげ

ー、紙
かみ

芝
しば

居
い

ぬ世
し

界
けー

んかい入
い

やがなー紙
かみ

芝
しば

居
い

そーいびーん。 
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此
く

りから我
わ

んねー、ちゃぬよーな生
い

ち方
かた

すしぇー益
ま

しやが、又
また

、ちゃーさらー胴
ー

らーさる生
い

ち方
かた

ぬ成
な

い

がやーんる事
く

、探
さぐ

ゆる為
たみ

にん「ボランティア」続
ちぢ

き

行
い

けーやーん思
うむ

とーいびーん。 

 

 

 

 

 

会報に出てきた語句の説明 

（沖縄語辞典、広辞苑などによる） 
 
・やが：やがて。間もなく。 
・じゃまゆん：うろたえる。とまどう。 
・～がちー：ながら。つつ。 
・おーえー：けんか。格闘。 
・やな：悪い意を表す。悪い・醜い・いやな・性悪の・

不正な、など。 

・うぬ頃
くる

：そのころ。 

・ーゆん：はやる。流行する。 

・風
ふー

儀
じ

：風儀。風習。風采。なりふり。ようす。 

・えーざ：間。物と物の間。また、あい間。すき間。 
・ゆんたく：おしゃべり。 
・おーいみ：けんかするか。 
・うかっ：うっかり。 

・同


士
し

：友。友だち。仲間。 

・艦砲穴
かんぽーあな

：艦砲射撃で空いた大きな穴。終戦直後は

いたるところにあって水が溜まってい
た。池のようになって子供たちはプール
代わりに使って泳いだものである。 

・そー行
い

ちゅん：連れて行く。 

・たたっ懲
く

るすん：打つ。なぐる。やや乱暴な語。上

品には「あゆん」という。 

・生
しー

徒


同
ー

志
さ

ー：生徒同志。「同志ー」は同士の意を表

す接尾辞。 

・諸
むる

：皆。全部。 

・余所
ゆ す

国
ぐに

：外国。 

・むっ：全然。全く。少しも。 
・あんすく：それだから。だから。 
・びけーん：ばかり。ばかし。 
・やっかっ：やっと。ようやく。 
・ぬがーゆん：のがれる。免れる。 
・ぬがーらすん：開放する。放免する。 
・ー：豚。 

・ー易
やし

物
むん

：容易なこと。やさしいもの。 

・腸
わた

ぬくるか笑
わら

ゆん：おなかを抱えて笑う。 

・後
あ

ぬうずみ：とどのつまり。あげくのはて。 

・ちゃーしん：どうしても。 
・したい：でかした。よくやった。したり。 

・奢
うぐ

ゆん：おごる。たかぶる。 

・ーくる：大よそ。おおかた。 

・っちーん早
ー

く：一日も早く。 

・うみなーく成
な

ゆん：心配がなくなる。 

・ぬち：健康時のような元気。平常と同じ元気。 
・ーゆん：もらう。 
・らゆん：つきあう。交際する。 
・～びちー：べき。 

・奥
うく

手


：奥の手。秘訣。 

・びけーん：ばかり。 
・うみはまゆん：はげむ。熱心に努力する。 

・目
みー

口
くち

：表情。顔つき。 

・まるけー：まれ（に）。たま（に）。 
・～がなー：ながら。 
・ちゃぬよーな：どのような。 
・ちゃーさらー：どうしたら。 

・胴
ー

らーさる生
い

ち方
かた

：自分らしい生き方。 

 

＊本文では、語句は活用されていますので、ここに示しました語句

とは必ずしも一致しておりません。 
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会報の表記について その③ 
 前回は会報の表記について、特に漢字の使用や振
り仮名の付け方をまとめました。 
市販されている書物などを拝読しますと、漢字や数
字に振り仮名を付けてないものが散見されます。こ
れは沖縄語を初めて習う方々には不親切です。 
振り仮名を付けないと、共通語読みされますので、
沖縄語を正しく伝えることが出来ません。 
この会報では漢字や数字にはすべて丁寧につけて
います。 
今回も引き続いて振り仮名の付け方についてまと
めたいと思います。 
 
（Ｂ）語尾が変化するケース 

例（１）○ 心
くくる

ぬ中
なーか

ぬ鬼
うね

ー、んぎ行


じ

ゃんどー。 

   例（２）Ｘ 心
くくる

ぬ中
なーか

ぬ鬼
うねー

、んぎ行


じゃ

んどー。 
    

語句は文中で活用する場合、語尾が変化する時

がありますが、例（１）は「鬼
うに

」の後に長音符

号「ー」が入ったため「うに」の語尾が変化し
て「うね」になっています。振り仮名としては
変化したものをつけるようにしております。 

「鬼
うね

」の後に来る長音符号「ー」は、共通語の

「は」にあたるものであるから、例（１）の共

通語は「心の中の鬼
おに

は逃げていったぞ」となり

ます。 
しかし、例（２）のように「うねー」と振り仮
名に長音符号「ー」も含めて付けてある書物を
見受けますが、このようにすると例（２）の共

通語は「心の中の鬼
おには

逃げていったぞ」となり

ますので、例（２）の表記はよくないです。 
このことは沖縄語研究家の船津好明氏の論文
に詳しく出ていますので、パソコンをお持ちの
方は私どものホームページをご覧下さい。「２
００７年６月１８日付沖縄語の学習における
助詞と振り仮名の問題」 
 
 
 

（Ｃ）共通語の振り仮名 

   例（３） 学校
がっこう

→学校
がっこー

 

   共通語の単語も沖縄語の中で使えば、沖縄語扱
いとなりますので、振り仮名は例（３）のよう
に「がっこう」は、「がっこー」というように
表記しております。 

 
  ・外来語の語尾変化について   
   外来語はカタカナを使いますが、語尾変化をす

る場合も変化したカタカナで表記します。 

   例（４）今
くん

度


ぬ高校
こーこー

か大学
だいがく

野
や

球
きゅー

部
ぶ

ぬキャン 

ポー、十
じゅー

ニ
に

ぬ学校
がっこー

ぬ宮
なー

古
く

入
い

りすん

ぬ事
く

やいびーん。 

   例（４）において、「キャンプ」はその後に長
音符号「ー」が入ったため、「プ」が「ポ」に
変化しています。 

   時々、ミスプリントではないかとご質問を受け
ることがありますが正しいです。 

 

事務局（編集室） 國吉（眞） 

事務局から 

 今回も貴重な話題を寄せていただき、有難うござ 
いました。 
この会報は沖縄の言葉にご関心がありましたら、どな 
たでも投稿できます。 
原稿は沖縄語で書いたのがよいですが、共通語で書い
てもかまいません。共通語の場合は、事務局で沖縄語
へ変えて掲載させていただきますので、どうぞ遠慮な
く送っていただきますようお願い申し上げます。 
原稿は趣旨を変えないで、手直しをする場合がありま
すので、ご理解を賜りますようお願いします。 
そして大変恐縮ですが、原稿料はお支払いできません
ので、会報を寄贈して薄謝に代えさせていただきます。 
多くの方々に私どもの活動を知っていただくため、 
ホームページの内容を更新してあります。どうぞご覧
ください。 
 
お問い合わせ 
事務局 國吉眞正        電話  044-988-8065   

Ｆａｘ 044-988-8065 



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う （音）、みー （夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、に ーでーびる（有難うございます） 

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や （宿）、 ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[?ja]＊ ー（君、お前）、 ん（言わない） 

 

や[‘ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、 ーだ（太陽）、 ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[?ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[‘ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ （筆）、ぬー ー（喉）、 きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[?jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[‘jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、 っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[?wa]＊ ー（豚）、 ーちち（天気） 

 

わ[‘wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にん ん（念願）、 んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[?wi]＊ ー（上）、 ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[‘wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっ ー（咳）、 ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[?we]＊ ーきー（金持ち）、 んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[‘we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[?N]＊  み（梅）、 に（稲）、 なじ（うなぎ） 

 

ん[‘N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな （港） 

[kwe] ー（鍬）、からじ ー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[‘i]＊  ん（縁）、 だ（枝） 

 

い[?i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く） 

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[‘u]＊  （夫）、 ーじ（さとうきび） 

 

う[?u]   う （音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー （那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[‘e]＊△ ーま（八重山）、 ーじ（八重洲） 

 

え[?e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、 ー （いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[?o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[‘o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方        （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○ い（鳥）、×  
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 




